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   ≪ 第 2216回 例会記録   2007年 7月 26日 ≫     

 ■ 会 長 談 話     松井 一郎 会長                      

 本日は、葉山ロータリークラブ慶松会長をはじめとす

る、6名の会員の方々にご出席頂きありがとうございま
す。慶松会長就任ゴルフコンペ（於レイクウッド）で勝

した鈴木安之会員、おめでとうございます。年 2回のゴ
ルフコンペ、合同例会などで今年もより一層に親睦を深

めていきたいと思いますので、葉山ＲＣの皆さん、よろ

しくお願いします。また、逗子ＲＣの会員の方々には、

なお一層のゴルフ精進をお願いします。 
米山奨学生、金在容君通称ヨン様の奨学期間が 2007
年 4 月～9 月と言うことで、残りわずかになりました。
短い期間ではありましたが、奨学金を活かし国際親善、

学業及び研究、文化交流、地域活動等に有意義に役立て

て下さい。ヨン様、今日はゆっくりと例会をお楽しみ下

さい。 
本日のゲストは、山本詔一様をお迎えして「ペリーの

贈り物」というテーマで 45 分間講演をして頂きます。
例会セレモニー等、一部割合させて頂きますが、会員の

皆様ご了承願います。 
1853年 7月 8日、４隻の黒船が浦賀沖に来航しました。
この時にタイムスリップして、今日は会員の皆様に、き

っと素晴らしいペリーのプレゼントが得られると確信

します。 
『泰平の 眠りを醒ます 蒸気船 
       たった 4杯で 夜も寝られず』 
（追）ペリーの艦隊も 12杯の予定が 4杯で来航し、開国を迫

った。こちらも「夜も寝られず」だったとか。  

 ■ 報 告                                           
長野幹事 ＊研究グループ交換(ＧＳＥ) 

チームメンバー募集案内： 

第 5260地区（ロスサンゼルス近郊） 
4名 24～39歳 
派遣期間 2008.5.14～6.19   
申込締切 10月 10日  
＊青少年交換学生募集案内： 

2008年 8月～2009年 8月  
現地到着時 15～18歳未満 
派遣国 アメリカ・カナダ・ブラジル・ 
台湾・ロシア・オーストラリア・ 
韓国・フランス・スェーデン  
クラブ内締切 10月 1日  

出席報告 会員数 49名（出席免除７名） 出席数 28名 出席率 66.67％ 前回修正出席率 64.29％

ゲ ス ト 山本詔一氏（開国史研究会会長） 

ビジター 慶松憲三君、山口健次郎君、鈴田茂喜君、守屋亘弘君、金子英生君、室井清次君（葉山） 

本日の進行（12:30）

イニシェーションスピーチ

高橋英樹会員・丸山治章会員

―次回のお知らせ― 

8 月 9日(木)(18:00)

納涼会 

（アフィーテ葉山） 

米山奨学生 金 在 容 君 
奨学期間：2007年 4月～9月 

慶応義塾大学 政策・メディア研究科 

｢9月に卒業式です。短い間でしたがお

世話になりました｣「元気で活躍を」 

新会員歓迎会 於：パパズバー 
26 日例会後、出席会員の殆どがその

まま参加、逗子クラブ流で大歓迎。 

高橋英樹・白澤勝沖・丸山治章 
         各 新会員 



 ■ 卓話    「ペリーの贈り物」     山本 詔一氏   
――ペリーが来ることを知っていた―― 

ペリー提督が率いる「黒船」が日

本へ来航することは、前年すなわち

1852 年の暮れあたりから噂があり
ました。浦賀奉行所の役人たちは、

事実関係を奉行に問いましたが、正

確な解答を得ることができないまま

時間が過ぎていきましたが、噂はま

すます真実味をおびてきました。こうした状況の中でよ

うやく幕府は来航することを認めました。しかし、今ま

で通り「ぶらかし策」で、追い返すことができると、危

機感を持っていませんでした。 
――三浦半島の人々が本当に驚いたことは―― 

1853年 7月 8日（嘉永 6年 6月 3日）、浦賀沖へ来
航した「黒船」を最初に発見した城ヶ島沖で漁をしてい

た漁師は「伊豆の大島が動いてきた」などと報告したと

伝えられています。この報告を受けた三崎は浦賀へと連

絡している間に艦隊は、飛ぶような速さで浦賀沖へ入っ

ていった。と初めて見る蒸気船の威力に驚いていますが、

本当に驚いたのは、艦隊が浦賀沖を通り過ぎ、海図がな

くなってあわててバックする姿でした。 
――この時、逗子の人々は何をしたのか―― 
三浦半島の農民や漁民には、警備をしている藩、この

時は三浦海岸の陣営には彦根藩、大津には川越藩が三浦

半島に接近する異国船警備にあたっていた。逗子の人々

は彦根藩が守る台場（砲台）で手伝いをすることでした。

ペリーの時の実数はわかりませんが、逗子市のエリアで

池子村を除く6か村から500人を越える人が手伝いに出
向いています。 
――ついに久里浜へ上陸―― 
過去６度来航した異国船と違って、ペリー艦隊は好奇

心旺盛な三浦半島の人々を一人も船にのせることなく、

常に戦闘状態であった。こうした状況を敏感に察知した

浦賀奉行所の役人たちの声で、ペリーの希望通り国書を

受け取ることになった。ここで一つ問題が持ち上がった。

それは彼らを接待する時に使用する椅子が日本にはな

いことであった。この問題、お寺の曲ろくを借りること

で何とかクリアしたが、上陸してきた海兵隊の行進を見

て、またびっくり。なんと手と足がバラバラだが、全体

は一糸乱れぬ動きであった。 
――今に残されているもの―― 
船上に戻り、ペリー等が国書を渡しご苦労様と飲んだ

ギヤマン（ビール瓶）が海に投げ捨てられ、それを拾っ

た好奇心旺盛な漁師たちはマル秘扱いで押入れの奥に

保存、現存のものもある。 
現代では確かに形はいろいろ進んでいるが、環境など

も鑑み、近代を見直してみようではありませんか。 
（開国史研究会会長）

 
 ■ ニコニコBOX   （５０．0００円）                       
慶松君、山口君、守屋君…本日はお世話になります。よ

ろしくお願いします。 
鈴田君…本日はお世話になりました。 
松井君、矢部(光)君、長野君、石渡君、船津君、湊屋君、 
坂井君、山本(由)君、矢島君…山本詔一様、スピーチよ
ろしくお願いします。 

山科君…山本詔一様をお迎えして。 
安藤君…偉大なコモドアペリーに敬意を表して。 
渡邊君…「ペリーのお話」楽しみです。 
岩瀬君…山本様、本日のスピーチ楽しみです。本日は新

会員の歓迎会です。 
桐ヶ谷君、赤池君、石田君…葉山の皆様ようこそ！！ 
桐田君…天候も良くゴルフいかがでしたか？ 
松田君…ゴルフで皆に取られっぱなし。最悪。 

鈴木(安)君…お蔭様で葉山ＲＣのメンバー逗子に優勝
を、玉の輿に乗りました。 

臼井君…8/4(土)、5(日) インターアクトのジュース販
売にご協力下さい。 

市川君…米山にご協力を。石渡さん 10万円ありがとう。 
白澤君…友人の手術が無事終わりました。 
山本(三)さん…昨日ビリーに入隊しました。 
毛利君…いよいよ夏ですね。 
三宅君…歩いて来たら、汗だく！ 
高橋君…早くも夏バテ気味です。 
ニコニコBOX本日合計  ￥    ５０．０００ 
        累計   ￥   ２５４．１００ 
ご協力ありがとうございました。

 
 
 
 
 
 

≪編集だより≫ 
◆山本詔一氏の卓話は、ペリー提督来航の歴史が記された文献では発見できないような珍しい内容でした。当時、

旧池子村（現在の逗子）の住民が幕府の海防のため人足として駆り出され、その時彼らが見て感じたペリー提督

一行の見聞録でした。慌てふためく役人や侍たちを尻目に、彼らは恐れず怯まず自由闊達に外人と接触したよう

です。このエネルギーが明治の改革の原動力となったと思われます。歴史に登場する偉人、賢人よりも民衆の意

識が先行していたのかも知れません。その昔、池子村住民が明るく愉快な連中であったことが逸話の中から窺わ

れ、微笑ましいとともに、現在の逗子市民がその習慣を引き継いでいることも確認しました。 

                                  クラブ会報委員長  坂井 宰 


